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研究成果の概要（和文）：　本研究は、生物多様性を保全し、自発的・持続的に稀少性生物と共生する安心・安
全な食農環経済システムの設計するために、日本を代表する稀少性生物の朱鷺とそれを内包する農業として佐渡
の稲作をモデルケースとし、経済理論・被験者実験から検証する。（第１課題）消費者の稀少性生物保全への価
値の検証では栽培情報が価値を増加させることが示唆された。（第２課題）生産者が不確実性下で稀少性生物保
全のために払う努力を動学的検証では生産者と消費者の努力が稀少性生物の保全に有益であることが示唆され
た。（第３課題）稀少性生物との自発的・持続的共生のために有効な食農環経済システムでは国民の意識が重要
であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：This study investigates consumers’ value for biodiversity foods and 
theoretical model on efforts of consumers and producers because of designing for a safe and secure 
social system on foods, agriculture and environment. The first task is to measure consumer’s value 
by employing a choice experiment with experimental economic. The result shows that process 
information influence that value positively. The second task is to construct the economic model in 
sequential games about efforts of consumers and producers for preventing endangered animal. The 
result shows that the equilibrium is to have the efforts of them for it. The third task is to survey
 such examples at home and abroad. The result shows that peoples’ consciousness about a deal 
influence to let the system be good.

研究分野：応用経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ＣＯＰ１０名古屋会議は１９２か国が参
加し、これを支える持続可能な農業は国内外
で強い関心を集めている。 
従来の食の安全と環境評価に関する研究
は消費者の選好表明に重点が置かれてきた。
国外では、Fox et al. (2004)とHayes et al. 
(2004)は豚肉のＸ線殺菌のリスクが、
Marette et al. (2009)は魚を食べるデメリッ
トの情報が、需要を減らすことを食べさせる
実験で観察した。しかし、表明選好法に基づ
く研究では、アンケートと経済実験から算出
された選好の差異（仮想バイアス）が政策評
価における最大の障害とされてきた経緯が
あり、食に関しても、牛肉の品質に対する選
好の仮想バイアスが立証されている（Lusk 
and Shoroder, 2004)。一方、国内では、初め
て、申請者（Aoki et al., 2010）が食の仮想
バイアスを検証し、購買と実食を伴う実験で
は亜硝酸ナトリウムの防菌と風味の増加の
情報が、アンケートでは発癌性の情報が需要
に影響を与えることを発見した。しかし、カ
ーボンフットプリントへの選好は環境意識
に影響を受けるが、仮想バイアスがないこと
を証明した（Aoki and Akai, 2013a;2013b）。
また、消費者と生産者の食の安全確保努力が
社会的最適水準よりも下がるダブルモラル
ハザードは第三者の情報伝達によって改善
できることを証明した（Akai et al., 2013）。
以上の成果は、農家による稀少性生物の保全
努力を消費者に適切に伝達し、その価値意識
を上げることで消費者の購買意欲を上げる
ことが、稀少性生物を内包した食農環経済を
支えることに有効であることを示唆してい
る。 
しかし、現在の我が国の稀少性生物の保護
と農業は、国家的補助政策を過度な拠り所と
し、地域ごとの取り組みもまばらで、農村社
会が自発的かつ持続的に稀少性生物と共生
するために必要なプラットフォームが確立
されていない。本研究では、この課題解決の
ために、申請者の上記研究手法を応用し、日
本を代表する稀少性生物である朱鷺と、それ
を内包する農村社会として世界農業遺産に
登録されている佐渡、そして、その代表的な
農産物である佐渡米をモデルケースとし、
（第１課題）消費者の稀少性生物保全に対す
る価値を評価し、（第２課題）生産者が不確
実性下で稀少性生物保全のために払う努力
を動学的に検証し、（第３課題）稀少性生物
と持続的に共生するために有効な食農環経
済システムを設計し、その有効性を経済理
論・被験者実験から検証する（本研究は申請
額の減額により、調書に記載した実施予定の
計画を見直して研究を遂行した）。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、生物多様性を保全し、自
発的・持続的に稀少性生物と共生する安心・
安全な食農環経済システムの設計を経済理

論・被験者実験・エージェントシミュレーシ
ョン・社会実験の相互フィードバックから検
証することである。稀少性生物の保護は国家
的補助政策を過度な拠り所としており、それ
を農村社会が自発的かつ持続的に内包し、農
村の主幹産業と共生させるために必要なプ
ラットフォームの議論は未だ十分ではない。
この課題解決のために、本研究では、日本を
代表する稀少性生物として朱鷺を、それを内
包する農業として佐渡の稲作をモデルケー
スとし、（第１課題）消費者の稀少性生物保
全への価値を検証し、（第２課題）生産者が
不確実性下で稀少性生物保全のために払う
努力を動学的に検証し、（第３課題）稀少性
生物との自発的・持続的共生のために有効な
食農環経済システムを提言する。 

 
３．研究の方法 
第１課題「消費者の稀少性生物保全の価値
評価」では、チョイスメソッドと呼ばれるサ
ーベイ手法に、選んだ食品を「買って、食べ
る」という制約を追加した「選択型食品購買
実験法」という国内では申請者（Aoki et al., 
2010）が初めて採用した手法を用いる。 
意思決定として、アンラベルの選択肢３つ
に対して、新潟米、佐渡米、佐渡朱鷺認証米
からなるブランド米名と、実際の市場価格を
もとに設定された価格からなるチョイスセ
ットと呼ばれるカードを実験計画法に基づ
き作成する。これらの属性変数の値を変化さ
せ、1 人あたり１２回の選択決定を行わせ、
そこから各属性に対する支払意志額を
Random Parameter logit等より推計する。 
進行手順は次の通りである。まず、何も情
報がない初期状態での購買意欲を探るため
に、何も情報を与えずに６回の意思決定を行
う。その後に、実際に買って家で食べた後の
購買意欲を想定し、各米の試食と味の評価を
行う。その後で、前半と同じ意思決定を再度
６回繰り返す。この実験をベンチマークとし
て、試食の後に、2つの情報制御因子として、
①各米の栽培方法と生物多様性への取り組
み、②消費者と和食料理人の評価を独立して
与える 2つの追加実験を行う。そして、各情
報制御が各属性に与える効果を検証し、どの
ような情報公開がどのような属性への支払
意志額を増加させるかを検証する。さらに、
年齢・職業・収入・家族構成などの社会属性、
日々の食品選択基準に関する質問および環
境心理尺度や環境リスクを計測する。被験者
は都市部の消費者を対象とする。 
 
第２課題「生産者の稀少性生物の保全努力
の検証」では、Akai et al. (2013)の同時手番
のナッシュ均衡を前提とした消費者と生産
者の安全確保努力モデルを不確実情報下の
逐次手番のモデルへと拡張する。生産者の生
産関数を農地・労働・農薬のコブダグラス型
とする。朱鷺の育成は初期保有地から農地を
差し引いた餌場の増加関数で、農薬の減少関



数とする。生産者は農薬を減らし、労働を増
やすことで、米の質を上げ、消費者の効用を
上げることができるが、生産費用は増える。
生産者は売値に朱鷺の育成の寄付金を上乗
せでき、生産者はこの寄付額を任意に設定可
能とする。 
一方、消費者は朱鷺の増加から効用を得る
主体と効用を得ない２種類を設定する。消費
者は朱鷺の育成への寄付によって、農業生産
者の費用負担を下げ、朱鷺の個体数を増加さ
せることができる。この意味で、朱鷺の個体
数は生産者と消費者の両方の意思決定に依
存する関数となる。 
さらに、不確実性として、消費者は生産者
の投入量を判別不能なため、農薬量と朱鷺の
餌場には不確実性がある。そのため、寄付の
額をシグナルとして購買行動を行う。この想
定の下での社会的に最適な農薬量・餌場・朱
鷺の数と、シグナリングでのナッシュ均衡を
比較する。 
 
第３課題「稀少性生物との自発的・持続的
共生のための食農環経済システム設計」は、
予算減額により、朱鷺以外の国内の事例と海
外の事例をサーベイし、制度としての共通点
や長短をまとめる程度とする。 
 
４．研究成果 
第１課題では３種類の情報トリートメン
ト（情報なし・栽培情報・試食情報）を実施
した。 
まず、実験に参加者は３８６人であった。
実験時間は約９０分であった。平均実験報酬
は、約１，８６４円であった。 
次に、分析結果として実験で用いた選択型
実験法による選択結果をランダム・ユーティ
リティ理論に基づき、条件付きロジットモデ
ル（McFadden, 1974）を用いて推定した。推
定は LIMDEP 9.0・NLOGIT 4.0 を用いた。価
格に対しては試食前後および各トリートメ
ントのいずれにおいても負で有意であった
ことから、消費者は安価な米を好むことを示
唆している。新潟米に対する佐渡米に関して
は、情報なしと栽培情報トリートメントでは
試食前は負であるが、試食後は、農法情報の
有無に関わらず、正に変化していることから、
消費者は情報にかかわらず佐渡米を食べる
ことによって好みを変化させていることか
ら食べることの有効性が示唆される。一方で、
新潟米に対する佐渡朱鷺認証米は、試食前後
および各トリートメントのいずれにおいて
も正で有意であったことから、消費者は佐渡
朱鷺認証米を情報や試食によらず、好むこと
を示唆している。これらの推定結果を用いて、
各米に対する消費者が支払っても良いと思
う金銭的価値である支払意志額を算出し、各
トリートメントを比較する。まず、新潟米に
対する佐渡米に関して、情報なしトリートメ
ントでは参加者は試食前において、新潟米よ
りも佐渡米が６６円安くても好ましく感じ

ないことがわかる。この佐渡産米は試食後の
推定結果が有意ではないことから、佐渡産米
の価値は試食後に無差別になったと考えら
れる。栽培情報トリートメントでは、参加者
は試食前において、新潟米よりも佐渡米が９
０円安くても好ましく感じないことがわか
る。しかし、試食後は佐渡産が新潟産に比べ
て３１円高くても新潟米から佐渡米に変わ
ることを好ましく感じていることから、栽培
情報によって佐渡産米の価値はよくなって
いることが示唆される。次に、新潟米に対す
る佐渡朱鷺認証米に関して、情報なしと試食
情報トリートメントでは試食前の支払意志
額のほうが試食後よりも高くなっている（情
報なし：試食前４３円＞試食後３７円、試食
情報：試食前７５円＞試食後２９円）。一方、
栽培情報トリートメントでは試食後の支払
意志額のほうが試食前よりも高くなってい
る（栽培情報：試食前２６円＜試食後１１３
円）。各トリートメントの試食前後の支払意
志額は栽培情報のみ有意に差があった。以上
より、事前評価の低かった佐渡産のような米
は実際に食べることにより消費者の評価が
変化する可能性が示唆される。また、栽培情
報を提供するとその価値がさらに高まる可
能性がある。一方、そもそも一定の評価を得
ていた佐渡朱鷺認証米は試食情報や試食の
みで情報がない場合よりも栽培情報を提供
することで消費者のこの米の価値が高くな
ることが示唆される。 
最後に事後質問紙の結果において、まず実
験開催以前に佐渡産米を食べたことのある
人は２９人（約７％）、佐渡朱鷺認証米では
０人であった。また、以前より佐渡朱鷺認証
米を知っていた人は１４人（約３％）であっ
た。この１４人のうち、テレビやラジオなど
から佐渡朱鷺認証米を認知していた人は１
２人、残りの２人は店頭において佐渡朱鷺認
証米を認知していた。つまり、実験参加者の
ほとんどが佐渡産米あるいは佐渡朱鷺認証
米に対する事前時知識を持っていないこと
がわかる。次に佐渡島に関する質問結果から、
佐渡への訪問、佐渡関連物産展の訪問、そし
て佐渡朱鷺認証米の購買に意欲的である人
は約７０％であった。また世界農業遺産に興
味がある人は約６３％であった。つまり、佐
渡に対して興味を持っていることがわかる。
最後に、食の安全性に関して信頼する情報
として１番信頼する情報源は生産者からの
直接的なメッセージ、２番目はマスコミ情
報、３番目は消費者間の口コミであった。
つまり、消費者は生産者からの情報を一番
信頼する傾向にあることがわかる。 
 
第２課題では消費者と生産者の安全確保
努力モデルを不確実情報下の逐次手番のモ
デルへと同時手番モデル（Akai et al., 2013）
から拡張するために、プレーヤの意思決定順
序を生産者、消費者とする。この時、生産者
の手番を努力する（例：農薬を減らす）ある



いは努力しない（例：農薬を減らさない）と
なる。各手番による利得関数は農地・労働・
農薬のコブダグラス型とする。そして、朱鷺
の育成は初期保有地から農地を差し引いた
餌場の増加関数で、農薬の減少関数とする。
生産者は農薬を減らし、労働を増やすことで、
米の質を上げ、消費者の効用を上げることが
できるが、生産費用は増える。一方、消費者
の手番は努力する、あるいは努力しないとな
る。各手番による効用関数は朱鷺の増加から
効用を得る主体と効用を得ない２種類によ
る。各プレーヤは寄付行為によって朱鷺の増
加を促すことができるとする。これらの設定
から一般モデルを構築し、それをもとに数値
例を検討したところ、均衡行動として生産者
は努力し、かつ消費者も努力することである。
この時の消費者の効用は朱鷺の増加により
効用を得る消費者のほうが得ない消費者よ
りも効用が高くなる。また、寄付行為はどち
らのプレーヤも行う。以上より、同時手番モ
デルと比較的近い結果ではあるが朱鷺の増
加には生産者だけでなく消費者の努力も重
要であることが示唆される。ただし、利得に
関しては同時手番の生産者よりも逐次手番
の生産者のほうが高く、同時手番の消費者よ
りも逐次手番の消費者のほうが小さい。これ
はゲーム理論で示されている通りであった。 
 
 第３課題では国内外の事例のサーベイを
実施した。国内では農林水産省は稀少性生物
を考慮した農法による米に生き物マークと
して認定した。ここには佐渡朱鷺認証米以外
にコウノトリ米や源氏蛍米など約４０種類
ほどある。その中で、特に成功事例として兵
庫県豊岡市のコウノトリ米がある。このコウ
ノトリ米の価値には消費者の取組への関心
が大きく影響することがわかっている（矢
部・林、2015）。矢部らや本研究のように生
物多様性米といわれる稀少性生物の育成を
考慮した米の成功要因を探る研究は発展途
上である。一方海外では、食と環境というテ
ーマに関する研究としてドルフィンラベル
やレインフォレストラベルなどの環境ラベ
ルの有効性を示す研究がある（Johnston et al., 
2001）。これらの研究はラベルの付帯が重要
であることを示唆している。 
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